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柾屋村長　施政方針演述

　

平
成
28
年
第
２
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
８
日
か
ら
10
日

ま
で
の
３
日
間
開
か
れ
、
28
年
度
の
予
算
な
ど
40
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
施
政
方
針
演え

ん
じ
ゅ
つ
述
で

柾
屋
伸
夫
村
長
は
「
復
興
事
業
全
体
の
ゴ
ー
ル
の
近
づ
き
を

感
じ
、そ
の
成
果
な
ど
を
生
か
し
『
震
災
復
興
の
総
仕
上
げ
』

『
総
合
戦
略
の
本
格
推
進
』『
後
期
総
合
発
展
計
画
事
業
の
着

実
な
実
施
』
を
図
る
よ
う
村
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま

す
」
と
所
信
を
表
明
し
、
復
興
６
年
目
の
具
体
的
な
考
え
方

な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

震
災
前
に
も
増
し
た
村
の
活
性
化
と
成
長
を
目
指
し
た
施

政
方
針
演
述
の
、
主
な
内
容
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
２
㌻
〜
11
㌻
）

復
興
事
業
の
ゴ
ー
ル
を
実
感

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
た
と
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
議
会
、

諸
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
の
ご
尽
力
や
全

国
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り
「
産
業
・
経
済

の
再
建
」
・
「
住
民
生
活
の
再
生
」
・
「
災
害

に
強
い
村
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
と
す
る

復
興
計
画
事
業
が
着
実
に
推
進
さ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

普
代
浜
園
地
を
一
日
も
早
く
、
観
光
・

交
流
の
拠
点
と
し
て
復
活
さ
せ
る
よ
う
、

北
側
地
区
で
の
園
地
緑
化
等
整
備
（
８
１

５
１
万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、
南
側
地

区
で
は
、
海
産
物
販
売
促
進
等
施
設
（
３

８
４
６
万
円
、
復
興
交
付
金
事
業
）
と
普

代
水
門
前
広
場
（
５
６
０
０
万
円
）
の
整

備
を
行
い
、
各
所
に
残
る
細
か
な
爪
痕
の

一
掃
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
う
影
響
が
、
村
内
経
済

の
循
環
や
地
場
産
業
、
医
療
・
福
祉
・
介

護
の
人
材
確
保
、
教
育
・
文
化
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に
で
て
き
て
お
り
ま

す
。
人
口
減
少
を
目
前
の
重
大
な
危
機
と

捉
え
、
や
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
り
尽
く

す
覚
悟
の
下
「
ま
ち
」
が
元
気
で
「
ひ
と
」

が
輝
き
「
し
ご
と
」
と
「
暮
ら
し
」
が
調

　

ま
た
、
社
人
研
が
平
成
52
年
の
人
口
を

１
７
６
２
人
と
推
計
し
、
日
本
創
成
会
議

か
ら
は
消
滅
の
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た
人

口
減
少
へ
の
取
り
組
み
も
、「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
や
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
そ
の

先
行
型
事
業
に
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
加
え
て
、
今
後
５
年

間
の
村
全
体
の
施
策
や
事
業
の
指
針
と
な

る
「
総
合
発
展
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」

な
ど
の
策
定
も
取
り
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
生
か
す
べ
く
平
成
28

年
度
は
、
「
震
災
復
興
の
総
仕
上
げ
」・「
総

合
戦
略
の
本
格
推
進
」
・
「
後
期
総
合
発
展

計
画
事
業
の
着
実
な
実
施
」
を
図
る
よ
う

村
の
総
力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

復
興
計
画
に
よ
る
「
発
展
期
」
の
事
業

に
取
り
組
ん
だ
平
成
27
年
度
は
、
水
産
業

の
復
興
を
生
か
し
た
生
産
や
加
工
・
流
通

の
活
動
が
順
調
に
展
開
さ
れ
、
普
代
分
署

庁
舎
の
浸
水
区
域
外
へ
の
移
転
新
築
が
完

了
し
、
普
代
浜
地
区
の
再
整
備
に
向
け
た

槌
音
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
層
に

も
復
興
事
業
全
体
の
ゴ
ー
ル
の
近
づ
き
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

和
す
る
よ
う
、
諸
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
雇
用
創
出
」
は
、
村
内
事
業
所
な
ど

で
の
若
年
層
の
雇
用
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
新
卒
者
等
雇
用
促
進
奨
励
金
（
３
６

０
万
円
、
継
続
３
人
・
新
規
３
人
）
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
久
慈
管
内
連
携
に
よ

る
雇
用
創
造
事
業
（
２
６
５
万
円
）
に
参

画
し
、
若
者
や
女
性
が
地
元
で
働
き
た
い

と
思
う
雇
用
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
漁
業
者
確
保

支
援
（
１
３
０
万
円
）
な
ど
も
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

「
結
婚
・
子
育
て
等
支
援
」
は
、
ｉ
―

サ
ポ
入
会
助
成
（
10
万
円
）
や
特
定
不
妊

治
療
費
等
助
成
（
60
万
円
）
、
育
児
祝
金

支
給
（
３
０
０
万
円
）
、
子
ど
も
園
保
育
料
・

給
食
費
無
料
化
（
１
３
４
３
万
円
）
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
（
３
３
６
万

円
）
、
育
英
奨
学
資
金
貸
付
（
２
１
６
万
円
）

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

「
安
心
な
暮
ら
し
の
支
援
」
は
、
地
域

活
動
拠
点
集
会
施
設
整
備
（
２
５
５
３
万

円
、
鳥
居
地
区
）
や
空
家
利
活
用
調
査
（
85

万
円
）
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
強
化
（
３

０
０
０
万
円
）
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

「
人
の
流
れ
づ
く
り
」
は
、
学
官
連
携

に
よ
る
Ｕ
愛
Ｊ
タ
ー
ン
支
援
（
４
４
２
万

円
）
や
青
の
国
ふ
だ
い
フ
ァ
ン
登
録
（
１

１
１
万
円
）
、
地
域
資
源
発
掘
周
遊
観
光

バ
ス
運
行
（
２
９
８
万
円
）
な
ど
を
行
い
、

村
と
の
関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を

進
め
、
創
意
と
工
夫
あ
る
移
住
定
住
策
の

掘
り
起
し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

施策

１
震
災
か
ら
の
復
興
で
は
、
普
代
浜
園
地
の
復
旧
を
完
了
さ
せ
る
ほ
か
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
若
い

世
代
の
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
産
業
・
経
済
の
活
性
化
も
図
り
ま
す
。

村
復
興
計
画
に
基
づ
く
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
施
策

発展期の取り組みを生かし

各事業、総力を挙 げ推進 !各事業、総力を挙 げ推進 !
普
代
浜
園
地
の
整
備
を
推
進

所信を述べる柾屋村長

震
災
復
興
、
総
仕
上
げ
へ
！

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
を
創
生

昨年 10 月に策定した総合戦略の推進に総力を挙げて取り組
みます（普代村まち・ひと・しごと創生推進会議）

整備が進む普代浜園地
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各芸能団体の保存・伝承活動を支援します
（鵜鳥神楽黒崎巡行）

各観光行事への支援を行います
（ふだいまるごと元気市夏の市）

幼・小・中一体となった教育の充実に取り組
みます（平成 27 年度普代中学校体育祭から）

みちのく潮風トレイルの整備などを進めます
（トレイルルートのウォーキングイベント）

　

普
代
村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

「
生
き
る
力
（
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
力
）
」
を
し
っ
か
り
と
身
に
着

け
、
た
く
ま
し
く
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い

け
る
よ
う
、
子
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ
ま
が

生
涯
に
わ
た
り
生
き
生
き
と
学
ぶ
機
会
の

充
実
、
文
化
・
伝
統
芸
能
の
振
興
や
ス
ポ
ー

ツ
交
流
の
拡
大
な
ど
に
一
層
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。　

　

は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
は
、
保
育
園
や
幼

稚
園
、
子
育
て
支
援
室
の
機
能
を
併
せ

持
っ
た
中
で
、
一
人
一
人
の
成
長
に
即
し

た
適
切
な
指
導
環
境
を
整
え
る
よ
う
、
職

員
体
制
の
充
実
を
行
う
と
と
も
に
、
一
層

の
保
育
な
ど
の
質
の
向
上
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
小
中
教
育
と
の
連
携
に
配
慮
し
た

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
漁
協
が
行
う
地
域
再

生
営
漁
活
動
へ
の
支
援
（
２
０
０
万
円
、

海
産
物
販
路
拡
大
）
や
水
産
業
活
性
化
補

助
（
１
０
０
０
万
円
、
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
放

流
拡
大
）
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
港
整
備
は
、
太
田
名
部
と
堀
内
の
防

波
堤
（
県
事
業
費
５
億
３
０
０
０
万
円
）

や
白
井
の
泊
地
し
ゅ
ん
せ
つ
（
１
億
２
０

０
０
万
円
）
、
沢
な
ど
の
修
繕
（
９
０
０

万
円
）
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
は
、
担
い
手
の
育
成
支
援
（
３
０

０
万
円
、
２
人
）
を
継
続
し
、
園
芸
施
設

の
整
備
（
１
７
９
万
円
、
½
、
３
棟
）
や

土
壌
消
毒
と
種
子
購
入
（
36
万
円
、
⅓
、

寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
）
、
未
利
用
農

地
な
ど
の
再
活
用
（
42
万
円
、
⅓
）
、
価

格
安
定
化
（
25
万
円
）
な
ど
へ
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
作
物
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

（
20
万
円
、
２
件
）
や
多
面
的
機
能
支
払

（
20
万
円
、
１
地
区
）
、
農
業
用
水
路
改
修

（
２
０
０
０
万
円
、
普
代
横
町
地
区
）
に

も
新
た
に
取
り
組
み
、
鳥
獣
防
除
は
電
柵

設
置
（
18
万
円
、
½
）
の
補
助
率
を
高
め

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
は
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
助
成

（
２
４
３
万
円
、
¾)

 

や
コ
ナ
ラ
造
林
と

を
支
え
な
が
ら
、
一
体
型
一
貫
校
の
建
設

に
向
け
た
基
本
構
想
（
27
年
度
策
定
済
）

を
た
た
き
台
と
し
、
具
体
整
備
方
針
な
ど

の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
鋭
意
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
児
童
、
生
徒

の
ニ
ー
ズ
や
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
支
援

を
行
う
た
め
の
特
別
支
援
員
（
９
２
５
万

円
、
１
名
増
員
）
や
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
１
６
２
万
円
）
の
配
置
、
学

習
塾
（
１
１
６
万
円
）
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
（
３
１
０
万
円
）
の
開
設
を
支
援
し
、

学
力
の
定
着
・
向
上
な
ど
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
希
望
郷
い
わ
て
国
体
の
軟
式

野
球
（
７
５
６
万
円
）
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
温
か
い
お
も
て
な
し
に
心
掛
け
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
な
が
ら
、
全
国
か

ら
訪
れ
る
皆
さ
ま
に
本
村
の
魅
力
を
発
信

す
る
よ
う
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
そ
の
成
果
が
地
域
づ
く

り
へ
の
参
画
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

多
様
な
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
（
村
１
９
９
万
円
、

は
ま
ス
ポ
７
１
９
万
円
）
を
積
極
的
に
開

間
伐
の
助
成
（
１
９
２
万
円
、
15
㌶
）
を

行
い
、
風
評
被
害
の
和
ら
ぎ
を
機
と
し
た

就
業
者
の
増
員
に
努
め
、
生
産
の
拡
大
な

ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
久
慈

地
方
森
づ
く
り
大
会
（
16
万
円
）
を
本
村

で
開
催
し
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
つ
な

が
る
啓
発
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
は
、
地
元
消
費
の
維
持
と
特
産
品

の
販
売
拡
大
な
ど
を
支
え
る
よ
う
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
補
助
（
１
０
０
万
円
）

や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
委
託
運
営
（
９

４
７
万
円
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工

業
振
興
補
助
（
３
８
３
万
円
）
に
よ
り
経

営
指
導
な
ど
も
支
え
る
と
と
も
に
、
商
工

業
者
の
設
備
投
資
・
運
転
資
金
の
円
滑
な

確
保
の
た
め
の
資
金
預
託
（
１
０
０
０
万

円
）
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

街
中
の
に
ぎ
わ
い
再
生
は
、
普
代
浜
園

地
か
ら
街
中
商
店
街
、
普
代
駅
、
普
代
Ｉ

Ｃ
の
魅
力
あ
る
観
光
交
流
ス
ポ
ッ
ト
化
を

観
光
・
商
工
関
係
者
と
一
緒
に
な
っ
て
前

進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
は
「
ふ
だ
い
ま
つ
り
」
や
「
ま

る
ご
と
元
気
市
（
２
回
）
」
な
ど
の
観
光

行
事
へ
の
積
極
的
な
支
援
（
５
２
９
万

円
）
を
行
い
な
が
ら
、
誘
客
の
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
は
、
黒
崎
漁
港
か
ら
ネ
ダ
リ

催
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層
の
推
進
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
は
、
地
域
の
個
性

や
魅
力
の
発
信
、
郷
土
愛
の
醸
成
に
重
要

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
鵜う

の

鳥と
り

神
楽
」

や
「
ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
」
の
保
存
・
伝
承

を
支
援
し
、
「
中
野
流
鵜
鳥
七
頭
舞
」
は

保
存
会
設
立
な
ど
の
活
動
支
援
（
１
０
５

万
円
）
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
諸
文

化
団
体
の
活
発
な
活
動
も
支
え
て
（
１
０

０
万
円
）
ま
い
り
ま
す
。

　

本
村
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
農
林

水
産
業
、
商
工
・
観
光
業
の
活
性
化
に
取

り
組
み
、
そ
の
魅
力
や
競
争
力
を
高
め
、

地
場
産
品
の
高
付
加
価
値
化
と
経
営
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
生
産
基
盤
の
整
備

や
着
実
な
担
い
手
対
策
の
推
進
に
努
め
な

が
ら
、
村
民
所
得
の
向
上
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

浜
ま
で
の
整
備
（
県
営
、
２
億
５
２
０
万

円
）
や
黒
崎
園
地
か
ら
北
山
崎
ま
で
の
復

旧
設
計
業
務
を
県
な
ど
と
と
も
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
は
、
復
興
特
需

が
減
少
し
つ
つ
あ
る
中
、
改
修
工
事
に
よ

る
一
部
休
館
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
震
災
前
を
上
回
る
稼
働

数
（
震
災
前
６
２
１
９
人
／
年
→
27
年
度

見
込
９
０
０
０
人
／
年
）
で
推
移
し
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
特
需
と
合
わ
せ
観

光
誘
客
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
健
全

経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
屋

根
（
６
０
０
万
円
）
と
客
室
（
２
５
０
万

円
）
の
補
修
を
行
い
、
よ
り
快
適
で
安
全
・

安
心
な
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

施策

２
幼
・
小
・
中
の
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
な
ど
の
振
興
も
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
種
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
所
得
の
向
上
も
目
指
し
ま
す
。

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
と
交
流
の
拡
大

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
施
策

↑

↑

郷
土
芸
能
の
伝
承
を
支
援

水
産
業
、担
い
手
の
確
保
へ

農
林
業
の
支
援
を
一
層
強
化

観
光
・
商
業
の
活
性
化
を
図
る

く
ろ
さ
き
荘
、
誘
客
を
強
化

くろさき荘では観光誘客への取り組みを強化します
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健康づくり、介護予防の充実に努めます
（いきいき元気教室）

各交通の強化に努めます
（柏木平地区トンネルの貫通式）

高齢者の生きがい活動の充実に努めます
（シルバー人材センターの草刈活動）

村営住宅の長寿命化改修などを行います
（芦渡住宅）

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
急
激
に
進

行
し
て
い
る
中
で
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
心

身
と
も
に
健
や
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携

に
よ
る
心
身
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

な
ど
の
充
実
に
一
層
に
努
め
る
と
と
も

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
社
会
参
加
が

図
ら
れ
、
支
え
合
い
と
助
け
合
い
の
活
動

な
ど
が
一
層
に
浸
透
す
る
村
づ
く
り
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
保
健
活
動
は
、
特
定
健
診
の
受
診

率
向
上
の
た
め
の
一
部
負
担
免
除
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
生
活
習
慣
病
対
策
や
心
の

病
の
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
球
菌
な
ど
の
予
防
接

種
の
無
料
化
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
が
急
務
で
あ
り
、
家

庭
で
の
生
ゴ
ミ
処
理
の
推
進
や
分
別
回
収

の
徹
底
、
古
着
・
小
型
家
電
・
雑
紙
の
回

収
拡
大
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
助
成
（
21
万

円
、
１
団
体
増
）
も
継
続
し
て
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
は
、
公
共

施
設
な
ど
で
の
太
陽
光
発
電
（
７
カ
所
）

と
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
（
１
カ
所
）
な
ど
の

補
助
導
入
に
よ
る
整
備
（
３
億
６
４
９
４

万
円
）
が
本
年
度
で
完
了
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
各
家
庭
の
太
陽
光
発
電
を
村
単

助
成
（
６
戸
、
90
万
円
）
で
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
民
間
企
業
な
ど
で
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
計
画
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

住
宅
等
生
活
環
境
整
備
は
、
芦
渡
住
宅

の
長
寿
命
化
改
修
（
３
棟
、
６
５
０
万
円
）

や
黒
崎
住
宅
の
浄
化
槽
化
（
２
棟
、
４
０

０
万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、
南
浜
住
宅

の
一
部
移
転
の
た
め
の
代
替
団
地
確
保

（
１
９
０
０
万
円
）
を
目
指
す
方
向
で
の

取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。
ま
た
、
個
人
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
（
20
戸
、
２
０
０
万

円
）
を
継
続
し
、
総
合
的
な
居
住
環
境
の

改
善
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
処
理
は
、
普
及
率
（
平
成
26
年
度

　

高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
10
月
か
ら
開
始

さ
れ
る
要
支
援
者
な
ど
へ
の
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
円
滑
な
実
施

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
く
ろ
さ
き
小
規

模
多
機
能
ホ
ー
ム
へ
の
運
営
な
ど
の
助
成

末
で
36
・
７
㌫
、
県
下
最
下
位
）
の
向
上

が
急
務
で
あ
り
、
浄
化
槽
設
置
補
助
の
村

単
嵩
上
げ
（
通
常
の
60
㌫
嵩
上
、
８
戸
、

５
５
０
万
円
）
に
よ
る
普
及
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、
白
井
地
区
漁
業
研
修
施
設

の
浄
化
槽
整
備
（
１
１
２
８
万
円
）も
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
施
設
は
、
太
田
名
部
と
鳥
居
・
力

持
の
配
水
池
ポ
ン
プ
の
更
新
（
３
９
０
万

円
）
を
行
い
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

道
路
整
備
は
、
普
代
駅
前
１
号
線
（
３

億
９
０
０
０
万
円
）
と
黒
崎
港
線
（
２
３

０
０
万
円
）
に
本
格
着
工
し
ま
す
。
ま
た
、

萩
牛
線
（
３
２
０
０
万
円
）
の
全
線
完
了

を
期
す
と
と
も
に
、
村
政
懇
談
会
で
要
望

の
あ
り
ま
し
た
災
害
防
除
・
修
繕
な
ど
（
１

６
５
０
万
円
、
沢
港
線
な
ど
）
に
も
順
次

（
７
１
０
万
円
）
や
人
材
確
保
へ
の
協
力

を
行
い
、
普
代
福
祉
会
と
連
携
し
て
、
村

内
施
設
全
体
の
安
定
運
営
と
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
二
戸
病
院
へ
通
院
す

る
妊
婦
の
負
担
軽
減
を
図
る
よ
う
交
通
費

助
成
（
22
万
円
）
を
行
い
ま
す
。

　

元
気
な
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
の
充

実
に
資
す
る
よ
う
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
（
２
４
１
万
円
）
や
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
給
付
金
事
業
（
１
５

７
１
万
円
（
３
万
円
×
４
２
８
人
）
）
な

ど
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
の
た
め
の
「
人

権
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
ふ
だ
い
」
（
68
万
円
）

を
盛
岡
・
二
戸
・
宮
古
地
区
の
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
し
て
開
催
し
、
そ
の
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
は
、
一
般
ゴ
ミ
の
減
量
化

の
取
り
組
み
を
行
い
、
合
わ
せ
て
、
道
路
・

橋
り
ょ
う
の
計
画
的
な
修
繕
に
資
す
る
ス

ト
ッ
ク
点
検
な
ど
（
４
５
０
０
万
円
）
に

も
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
継
続
の
堀
内
中
央
線
は
繰
越
予

算
分
の
完
了
を
優
先
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
陸
沿
岸
道
路
は
、
尾
肝
要
・
普
代
道
路

の
柏
木
平
地
区
ト
ン
ネ
ル
（
２
本
目
）
が

８
月
に
完
成
と
な
り
、
継
続
し
て
い
る
橋

り
ょ
う
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
野

田
・
久
慈
道
路
は
、
平
成
29
年
度
末
完
成

予
定
の
白
井
ト
ン
ネ
ル
（
２
０
５
８
㍍
）

の
掘く

っ

削さ
く

と
普
代
北
Ｉ
Ｃ
付
近
の
道
路
改
良

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
生
活
の
足
で
あ
る
村
営

バ
ス
は
平
日
、
地
域
資
源
発
掘
周
遊
観
光

バ
ス
は
土
日
祝
日
に
そ
れ
ぞ
れ
無
料
で
運

行
し
、
村
民
や
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

施策

３
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
を
強
め
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
推
進
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
生
活
環
境
も
整
備
し
て
、
よ
り
一
層
の
居
住
環
境
の
改
善
へ
取
り
組
み
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
や
環
境
保
全
対
策
、
生
活
環
境
充
実
の
た
め
の
施
策

↑

↑

予
防
接
種
の
無
料
化
を
継
続

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

一
般
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
急
務

各
配
水
池
の
ポ
ン
プ
を
更
新

村
営
バ
ス
な
ど
を
無
料
化

小規模多機能ホームでの自衛消防訓練

平成28年度から運行している地域資源発掘周遊観光バス

普代駅前１号線の整備に本格着工します
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職員の接遇改善に努め、村民の皆さまに親し
まれる明るい役場を目指します

個性豊かな青の国ふだいを創生しましょう！
（平成 27 年度敬老会）

防災能力の強化を進めます
（昨年完成した新普代分署の落成式）

水産業を含め、復興の総仕上げを推進します

　

人
口
減
少
を
克
服
し
つ
つ
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
普
代
村
を
創
生
し
て
い
く
た
め
に

は
、
村
民
の
皆
さ
ま
や
産
業
団
体
、
自
治

会
な
ど
の
諸
団
体
と
行
政
と
の
連
携
が
ま

す
ま
す
に
重
要
で
あ
り
、
定
住
へ
の
魅
力

の
推
奨
活
動
や
交
流
体
験
観
光
の
受
け
皿

づ
く
り
な
ど
に
若
者
や
女
性
、
高
齢
者
な

ど
と
の
協
働
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
取
り
組 　

　

消
防
防
災
は
、
震
災
の
経
験
な
ど
を
踏

ま
え
た
諸
計
画
に
基
づ
く
防
災
能
力
の
強

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
火
災
予
防
啓
発

の
改
め
て
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
施
設
整
備
は
、
普
代
分
署
の
タ
ン
ク

車
更
新
（
８
０
１
８
万
円
）
と
太
田
名
部

水
門
の
遠
隔
操
作
化
へ
の
取
り
組
み
も
支

柔
軟
な
発
想
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
役
場

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

観
光
資
源
や
諸
施
設
を
地
域
創
生
施
策
に

一
層
に
も
生
か
す
た
め
の
所
管
係
の
配
置

転
換
な
ど
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

財
政
運
営
は
、
国
の
交
付
税
特
会
の
財

源
不
足
を
補
う
よ
う
、
村
が
借
入
れ
る
臨

時
財
政
対
策
債
（
１
０
０
㌫
バ
ッ
ク
、
残

高
11
億
７
２
５
９
万
円
）
が
累
増
し
、
単

純
村
債
残
高
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

前
年
度
決
算
で
も
実
質
公
債
費
比
率
（
３

カ
年
平
均
）
の
低
下
（
Ｈ
25
／
13
・
８
㌫

→
Ｈ
26
／
12
・
３
㌫
）
が
続
き
、
将
来
負

担
比
率
は
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る

（
Ｈ
25
／
16
・
３
㌫
→
Ｈ
26
／
マ
イ
ナ
ス

　

平
成
28
年
度
は
、
復
興
の
総
仕
上
げ
を

推
進
し
つ
つ
、
そ
の
復
興
諸
施
設
や
村
の

あ
ら
ゆ
る
資
源
を
産
業
経
済
の
成
長
と
人

材
育
成
な
ど
に
生
か
し
き
る
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
消
滅
回
避
に
も
つ
な
が
る

「
笑
顔
が
満
ち
溢
れ
、
個
性
豊
か
な
、
青

の
国
・
ふ
だ
い
」
の
創
生
に
力
強
い
歩
み

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
生

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
は
、
「
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
平
成
27
年
度
策
定
）
」
に
沿
っ

た
取
り
組
み
（
普
代
港
線
の
区
画
線
・
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
設
置
、
２
４
０
万
円
）
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

啓
発
物
品
（
18
万
円
）
の
配
布
な
ど
も
行

い
、
事
故
防
止
と
飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
徹

底
し
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り

と
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
５
年
間
達
成
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

11
・
６
㌫
）
な
ど
健
全
化
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
も
集
中
と
選
択
を
強
め
、
コ

ス
ト
削
減
と
有
利
な
補
助
・
助
成
・
起
債

の
極
力
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
一
層
の
健

全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は
、
標
準
財
政

規
模
の
62
％
を
超
え
て
（
現
計
10
億
９
５

７
８
万
円
）
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
小
・

中
一
貫
校
の
整
備
や
不
測
の
災
害
な
ど
に

も
備
え
る
よ
う
現
水
準
を
維
持
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　
広
域
行
政
は
、
久
慈
広
域
連
合
で
の
地
域

を
続
け
る
よ
う
、
渾
身
の
力
を
傾
注
し
た

取
り
組
み
を
、
村
の
総
力
を
挙
げ
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
議
会
、
諸
関

係
機
関
・
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続

き
、
特
段
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
所
信
の

表
明
と
い
た
し
ま
す
。

活
環
境
、
保
健
・
医
療
な
ど
へ
の
満
足
度

が
高
い
一
方
、
村
道
管
理
や
産
業
振
興
へ

の
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生

活
と
生
産
の
現
場
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組

み
を
さ
ら
に
強
め
、
住
み
た
い
、
働
き
た

い
、
帰
り
た
い
、
の
思
い
を
高
め
る
よ
う
、

満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
職
員
の
資
質
向
上
や

接
遇
改
善
に
さ
ら
に
努
め
る
と
と
も
に
、

組
織
の
新
陳
代
謝
が
進
み
、
県
下
で
平
均

年
齢
が
最
も
若
く
（
36
・
８
歳
）
な
っ
た

一
般
行
政
職
員
が
、
そ
の
若
さ
と
行
動
力
、

包
括
ケ
ア
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
む
介
護

保
険
事
業
や
救
急
・
救
助
・
防
災
力
の
強

化
な
ど
を
期
す
消
防
事
業
の
円
滑
な
推
進

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
汚
泥
再
生
処
理
施
設
の
着
工

と
ご
み
焼
却
場
の
長
寿
命
化
の
着
手
に

あ
た
り
、
そ
の
負
担
軽
減
（
本
村
分
で

９
７
８
４
万
円
の
減
）
に
資
す
る
よ
う
復

興
事
業
で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
知
的
障
害
児
組
合
で
の
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
引
き
続
き

支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
（
岩
手
北
部
広
域

環
境
組
合
は
、
九
戸
村
以
外
の
７
市
町
村

が
本
年
３
月
末
で
脱
退
す
る
こ
と
か
ら
組

合
解
散
と
な
り
ま
す
。
）

施策

４
村
民
と
行
政
の
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
、
村
民
参
画
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。
職
員
の
資
質
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
久
慈
広
域
連
合
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
な
ど
を
推
進
す
る
施
策

復
興
の
総
仕
上
げ
を
推
進
し

　
笑
顔
溢
れ
る
村
目
指
し
、
力
強
く
歩
む

↑

↑

安
全
安
心
な
村
づ
く
り
を
推
進

村
民
の
満
足
度
を
向
上

広
域
行
政
の
強
化
に
努
め
る

交通死亡事故ゼロ４年間の称賛状を受ける
柾屋伸夫村長

新採用の熊谷隆志さん（左）と太田佳緒里さん

笑顔溢れる村を創生します
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平成28年度
一般会計の当初予算

31億6800万円で駅前道路 （沢山橋）や普代浜を完成へ
白井漁港の工事やテニスコートの　新設、消防車両の購入などを盛り込む

　

一
般
会
計
予
算
は
、
村
の
基
本
的

な
仕
事
に
充あ

て
る
お
金
の
こ
と
で
、

歳
入
と
歳
出
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
村
税
が
１
億
９
８

１
２
万
円
（
前
年
度
比
０
・
７
％
減
）

で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
15
億
４
３
７
７
万
円
（
同
４
・

２
％
増
）
、
村
債
が
５
億
４
５
３
０

万
円
（
同
25
・
２
％
増
）
。

　

各
補
助
金
や
交
付
金
で
国
庫
支
出

金
は
４
億
８
５
１
３
万
円
（
同
68
・

７
％
増
）
、
県
支
出
金
は
１
億
２
４

８
万
円
（
同
47
・
０
％
減
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
総
務
費
が
４
億
６

５
８
２
万
円
（
前
年
度
比
９
・
９
％

減
）
、
災
害
復
旧
費
は
大
幅
に
減
少

し
１
１
３
３
万
円
（
同
79
・
６
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
土
木
費
は
、

道
路
改
良
工
事
や
県
営
漁
港
の
基
盤

整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、
５
億
９
８

８
１
万
円
（
同
１
０
８
・
７
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
９
億
３

８
３
０
万
円
（
19
・
７
％
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　平成28年度の村づくりの基本となる当初予算

が、３月定例会で決まりました。一般会計当初予

算は31億6800万円（前年度比５・９％増）です。

本年度は普代駅前道路（沢山橋）の改良や普代浜

復旧整備工事、テニスコートの新設工事など、震

災前にも増した活力ある村づくりを進めます。　

歳出の構成比 歳入の構成比

用語の説明（歳出）
総務費………村長や議会議員、職員などの人件費や財産管

理、地域振興などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進、

子ども園の管理に使うお金
公債費………公共事業などの財源に借りたお金の返済に使

うお金
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
農林水産業費…農林水産業などの振興に使うお金
土木費………道路や公園、公営住宅の整備などに使うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
商工費………商業や観光の振興などに使うお金
衛生費………ごみ、し尿の処理や健康増進事業に使うお金
災害復旧費…東日本大震災など災害の復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税……国から交付されるお金
村債……………国から借りたお金
国庫支出金……事業を行うための国からの補助金
県支出金………事業を行うための県からの補助金
地方譲与税……国税として徴収され、そのまま国から

市町村などへ与えられたお金
繰入金…………財源を確保するため村の預金から取り

崩したお金
村税……………村民税や固定資産税など皆さんから集

めたお金
諸収入…………村の預金利息や貸付金の元利収入
使用料・手数料…住民票などの証明書の発行のために納

められたお金
その他繰越金など…前年度から繰り越されたお金

平成28年度の主な事業 特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  ９億3830万円
国保事業 ４億8100万円 （△ 7.1％）

国保診療施設事業 ２億1550万円 （2.4％）

簡易水道事業 7080万円 （△ 44.8％）

休養施設事業 １億1980万円 （△ 52.9％）

漁業集落排水事業 2350万円 （7.8％）

後期高齢者医療事業 2770万円 （△ 2.8％）

事業内容 予算額

県営漁港基盤整備事業地元負担金 5,300万円

白井漁港漁村再生交付金事業工事 １億2000万円

普代駅前道路（沢山橋）の改良 ３億9000万円

普代浜復旧整備工事 １億 3751万円

テニスコート新設工事 6156万円

  
国
庫
支
出
金
が
増

  

土
木
費
が
大
幅
増
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ようこそ地球村へようこそ地球村へ

普代小学校 瀧澤まゆみ副校長

　普代小学校の副校長に前紫波
町立古館小学校の瀧澤まゆみ氏

（48）が着任しました。出身は
久慈市で、教員生活の20年以上
は久慈市内での勤務でした。
　瀧澤副校長は「転任してすぐ
に普代村は村全体で子どもを見
守り、育てているという印象を
受けました。自分もその一員と
して頑張ります」と決意してい
ました。

普代中学校 角掛忠浩校長

　普代中学校の校長に前西根第
一中学校の角掛忠浩氏（55）が
着任しました。角掛校長は初任
で普代中に勤務し、今回で２回
目の普代中勤務となります。
　角掛校長は「転勤に乗じ、住
所も普代村におかせていただき
ました。一人の村民として、生
徒、教職員共同で頑張って行き
たいと思います」と話していま
した。

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、
退
職
者
は
３
月
31
日
付
。
表

記
は
新
職
名
（
旧
職
名
）
氏
名

︱
の
順
で

す
。
＝
敬
称
略
＝

　
◆
新
任
▽
普
代
小
副
校
長
（
紫

波
町
立
古
館
小
学
校
）
瀧
澤
ま
ゆ

み
▽
同
教
諭
（
野
田
小
学
校
）
松

川
秀
利
▽
同
教
諭
（
盛
岡
市
立
青

山
小
学
校
）
上
野
琢
也
▽
同
養
護

教
諭
（
新
採
用
）
飯
田
佳
穂
▽
同

講
師
（
野
田
小
学
校
）
吉
田
詩
織

▽
普
代
中
校
長
（
八
幡
平
市
立
西

根
第
一
中
学
校
）
角
掛
忠
浩
▽
同

教
諭
（
九
戸
中
学
校
）
小
豆
嶋
生

吾
▽
同
教
諭
（
種
市
中
学
校
）
中

西
辰
徳
▽
同
教
諭
（
練
馬
区
立
光

が
丘
第
三
中
学
校
）
齊
藤
彰
▽
同

栄
養
教
諭
（
長
内
中
学
校
）
中
塚

晶
子
▽
同
講
師
（
久
慈
中
学
校
）

粒
来
敦
子

　
◆
転
任
▽
盛
岡
市
立
土
淵
中
学

校
副
校
長
（
普
代
小
副
校
長
）
菅

原
俊
博
▽
侍
浜
小
学
校
教
諭
（
同

教
諭
）
関
戸
健
治
▽
盛
岡
市
立
厨

川
小
学
校
教
諭
（
同
教
諭
）
伊
藤

汐し
お

里り

▽
長
内
小
学
校
養
護
教
諭

（
同
養
護
教
諭
）
高
橋
真
理
▽
霜

畑
小
学
校
講
師
（
同
講
師
）
林
崎

み
さ
▽
侍
浜
小
学
校
講
師
（
同
講

師
）
菊
池
藍
▽
盛
岡
市
立
松
園
中

学
校
校
長
（
普
代
中
校
長
）
佐
藤

嘉
宏
▽
長
内
中
学
校
教
諭
（
同
教

諭
）
赤
羽
根
路
子
▽
宇
部
中
学
校

講
師
（
同
講
師
）
山
田
修
平

　
◆
退
職
▽
野
田
弘
子
（
普
代
小

教
諭
）
▽
宇
部
順
子
（
普
代
中
栄

養
教
諭
）
▽
新
毛
直
登
（
同
講
師
）

　
◆
新
任
▽
普
代
分
署
副
分
署
長

兼
当
直
長
（
野
田
分
署
副
分
署
長

兼
当
直
長
）
横
澤
田
勝
彦
▽
同
消

防
士
長
（
山
形
分
署
消
防
士
長
）

田
子
内
利
徳
▽
同
消
防
士
（
久
慈

消
防
署
消
防
士
）
明
内
永
仁

　

◆
転
任
▽
野
田
分
署
副
分
署
長

兼
当
直
長
（
普
代
分
署
副
分
署
長

兼
当
直
長
）
大
沢
一
志
▽
久
慈
消

防
署
消
防
士
長
（
同
消
防
士
長
）

大
澤
恒こ

う

貴き

▽
同
消
防
士
（
同
消
防

士
）
工
藤
弘
樹

　
◆
課
長
級
▽
政
策
推
進
室
長
兼

休
養
施
設
管
理
員
（
地
域
創
生
室

長
）
道
下
勝
弘
▽
税
務
出
納
課
長

兼
収
納
会
計
係
長
（
税
務
出
納
課

長
）
横
田
雅
英
▽
住
民
福
祉
課
長

兼
保
健
衛
生
係
長
（
住
民
福
祉
課

長
）
坂
下
広
見
▽
農
林
商
工
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
農
林

商
工
課
長
兼
商
工
観
光
対
策
室

長
）
佐
々
木
健
一

　
◆
課
長
補
佐
級
▽
建
設
水
産
課

課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
兼
水
道
下

水
道
係
長
（
建
設
水
産
課
課
長
補

佐
兼
土
木
係
長
）
大
村
修

 

■
小
・
中
学
校

 

■
久
慈
消
防
署
普
代
分
署

 

■
役
場

　村では、住宅の修繕や補修、浄化槽の設置、木造住宅
の耐震診断などの経費の一部を補助します。

①住宅リフォーム
　住宅の修繕や補修工事など30万円以上のリフォーム
１件につき10万円を商品券で補助。補助対象者は、次
の①から④までの全てを満たす人です。①普代村に住民
登録し居住し、かつ対象住宅の所有者②リフォーム工事
を村内に住所または営業所を有する施工業者に依頼して
行う人③村税などを滞納していない人④過去に当該補助
金を受けていない人
　対象住宅は申請者が居住する部分で、店舗や事務所を
併用する場合は、自己の居住専用部分です。対象となる
工事は30万円以上の工事で、①住宅の長寿命化を目的
とする工事② CO2 排出量の削減を目的とする工事③水

洗化の工事④そのほか村長が認める工事─です。
　新築や倉庫、駐車場、フェンスの工事、冷暖房機器や
給湯器の購入などは対象外です。
②浄化槽設置補助金
　個人の住宅の浄化槽設置に補助します。交付の条件は、
村内の個人の専用住宅や店舗面積が全体面積の２分の１
未満の店舗兼住宅（浄化槽規格が10人槽以下に限る）
です。補助金額は、５人槽が56万３千円、７人槽が70
万５千円、10人槽が94万円です。
③木造住宅耐震診断・耐震改修補助金
　耐震診断の条件は、昭和56年 5 月以前に建設された
個人の専用住宅（店舗兼住宅は含まず）で、３万円の診
断料の内２万７千円を補助。個人負担は３千円です。

問  役場建設水産課（☎35 − 2116）

住宅リフォーム、浄化槽、耐震診断などに補助します!!

　
◆
係
長
級
▽
政
策
推
進
室
企
画

調
整
係
長
兼
地
域
創
生
係
長
（
地

域
創
生
室
企
画
調
整
係
長
兼
地
域

創
生
係
長
）
中
村
克
成
▽
政
策
推

進
室
観
光
交
流
推
進
係
長
（
商
工

観
光
対
策
室
商
工
係
長
兼
観
光
係

長
）
高
井
俊
一
▽
住
民
福
祉
課
住

民
係
長
兼
国
民
年
金
係
長
兼
福
祉

係
長
兼
国
保
介
護
保
険
係
長
（
住

民
福
祉
課
住
民
係
長
兼
国
民
年
金

係
長
兼
福
祉
係
長
兼
保
健
衛
生
係

長
兼
国
保
介
護
保
険
係
長
）
松
葉

修
志
▽
農
林
商
工
課
林
業
係
長
兼

商
工
係
長
（
建
設
水
産
課
水
道
下

水
道
係
長
）
深
渡
秀
利
▽
農
林
商

工
課
農
政
係
長
（
農
林
商
工
課
農

政
係
長
兼
林
業
係
長
）
上
戸
鎖
栄

樹
　

◆
主
事
級
▽
総
務
課
主
事
（
地

域
創
生
室
主
事
）
坂
下
雄
洋
▽
政

策
推
進
室
主
事
（
商
工
観
光
対
策

室
）
森
田
陽
▽
政
策
推
進
室
主
事

（
総
務
課
主
事
）
前
川
正
樹
▽
税

務
出
納
課
出
納
部
門
主
事
（
税
務

出
納
課
税
務
部
門
主
事
）
藤
嶋
大

輔
▽
税
務
出
納
課
税
務
部
門
主
事

補
（
議
会
事
務
局
主
事
補
）
三
船

和
輝
▽
住
民
福
祉
課
主
事
（
久
慈

広
域
連
合
派
遣
）
熊
谷
剛
▽
議
会

事
務
局
主
事
（
地
域
創
生
室
主
事
）

中
村
翔

　

◆
派
遣
▽
久
慈
広
域
連
合
（
税

務
出
納
課
収
納
会
計
係
長
）
山
道

輝
▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
派

遣
延
長
・
松
頭
育
子

　

◆
新
採
用
▽
総
務
課
主
事
・
熊

谷
隆
志
▽
認
定
こ
ど
も
園
保
育

士
・
太
田
佳
緒
里

　

◆
退
職
▽
大
屋
敷
八
千
代
（
国

民
健
康
保
険
診
療
所
准
看
護
師
）

▽
勝
田
智
子
（
住
民
福
祉
課
主
任

栄
養
士
）

この度、普代中学校から
転任した佐藤嘉宏校長

①普代村ふるさと元気�
　応援事業補助金

　各自治会や団体の地域活動に対し、次の
とおり補助金を交付します。
○補助額…10 万円※自治会や団体の組織
維持に必要な運営経費は対象外です
○申請期限…①前期申請　5 月 27 日（金）
②後期申請　８月 26 日（金）
　補助金を受けるに当たり申請書の提出が
必要です。申請書は役場政策推進室、もし
くは村ホームページからダウンロードし、
必要事項を記入の上、提出ください。

普代村創生へ！ 補助金のご活用を！

問  役場政策推進室（☎35 − 2114）

②普代村新卒者等
　雇用促進奨励金

　新卒者、Ｕ・Ｊ・Ｉターン者を雇用した
村内の事業主に対し奨励金を交付します。
○奨励金学…新卒者など１人につき月５万
円※最大 36 カ月
○交付対象…新卒者などのうち村内に住民
登録をしている人で、村内の事業所で常用
雇用者として雇用し、かつ雇用した日から
６カ月以上経過していること※そのほか、
細かい交付対象条件がありますので、お問
い合わせください。

問  役場農林商工課（☎35 − 2115）
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海に浮かぶいさり火は幻想的な雰囲気を醸し出します

た
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

故
郷
・
福
島
県
の
復
活
と
再
生
を

祈
願
し
挑
戦
し
て
い
る
、
エ
ベ
レ

ス
ト
登
頂
の
体
験
談
な
ど
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
す
び
さ
ん
は
「
ト
レ
イ
ル
を

１
０
０
年
、
１
０
０
０
年
と
記
憶

に
残
る
道
に
す
る
に
は
、
皆
さ
ん

の
力
が
必
要
で
す
。
自
分
自
身
の

挑
戦
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の

力
と
な
り
、
震
災
時
よ
り
一
歩
で

も
前
に
進
め
れ
ば
と
い
う
思
い
で

行
っ
て
い
ま
す
」
と
き
っ
か
け
な

ど
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

な
す
び
さ
ん
は
福

島
県
出
身
の
40
歳
。

日
本
テ
レ
ビ
系
列
の

番
組
「
進
ぬ
！
電
波

少
年
」
で
懸
賞
生
活

に
挑
戦
し
、
ブ
レ
イ

ク
し
ま
し
た
。
現
在

は
俳
優
業
、
福
島
県

を
中
心
と
し
た
ラ
ジ

オ

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ
ィ
ー
な
ど
、
幅
広

く
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

ふ
大
学
事
業
講
演
会
「
な
す
び

が
歩
い
た
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
」
が
３
月
15
日
、
タ
レ
ン
ト
の

な
す
び
さ
ん
を
講
師
に
役
場
で
行

わ
れ
、
約
20
人
の
参
加
者
が
な
す

び
さ
ん
の
体
験
談
な
ど
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
な
す
び
さ
ん
は
環
境

省
が
整
備
し
た
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
（
青
森
県
八
戸
市
～
福
島

県
相
馬
市
、
全
長
約
７
０
０
㌔
㍍
）

の
全
線
踏
破
を
目
指
す
、
自
身
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
し
て
く
れ

ふ
大
学
事
業
講
演
会

　

ト
レ
イ
ル
へ
の
挑
戦
語
る

自身の挑戦を熱心に語るなすびさん

　

普
代
村
漁
業
就
業

者
育
成
協
議
会
設
立

総
会
が
３
月
28
日
、

役
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
会
議
の
席
上
で

は
、
漁
獲
か
ら
流
通
、

加
工
ま
で
の
一
貫
し

た
高
度
衛
生
品
質
管

理
を
計
画
す
る
市
町

村
に
贈
ら
れ
る
「
水

産
物
高
度
衛
生
品
質

管
理
計
画
認
定
書
」

の
交
付
も
行
わ
れ
、

柾
屋
伸
夫
村
長
が
県

北
広
域
振
興
局
水
産

部
の
高
橋
禎
部
長
か
ら
認
定
書
の

交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
規
約
や
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
提
案
が
あ

り
、
活
発
な
意
見
交
換
の
末
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
会
議
で
は
漁
業
就
業

者
の
育
成
に
向
け
、
事
業
の
計
画

や
具
体
的
な
内
容
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

普
代
村
漁
業
就
業
者
育
成
協
議

会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▼
会
長
…
柾
屋
伸
夫
（
普
代
村

長
）
▼
副
会
長
…
前
川
健
吾
（
普

代
村
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
）
▼
監
事
…
高
橋
禎
（
県
北

広
域
振
興
局
水
産
部
長
）
野
場
美

江
子
（
普
代
村
漁
業
協
同
組
合
女

性
部
長
）　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

漁業就業者育成協議会が設立
活発な意見交換で漁業者確保へ

認定書を受ける柾屋村長

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４

月
６
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で
展
開

さ
れ
、
４
月
８
日
に
交
通
安
全
関

係
者
ら
約
30
人
が
普
代
郵
便
局
前

と
旧
普
代
分
署
前
で
交
通
安
全
の

普
及
・
啓
発
を
目
的
と
し
た
街
頭

指
導
を
行
い
、
通
園
通
学
す
る
児

童
生
徒
や
園
児
に
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
に
も
交
通
事
故
の
防

止
を
願
い
、
普
代
小
学
校
の
新
入

生
21
人
に
久
慈
地
区
安
全
協
会
普

代
分
会
（
宮
下
俊
光
会
長
）
か
ら

黄
色
い
傘
が
、
村
交
通
安
全
母
の

会
（
高
屋
敷
真
由
美
会
長
）
か
ら

黄
色
い
帽
子
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

普
代
分
会
の
宮
下
会
長
が
「
交

通
事
故
に
気
を
付
け
て
登
校
し
て

く
だ
さ
い
」
と
黄
色
い
傘
を
手
渡

す
と
、
児
童
は
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
お
礼
し

て
い
ま
し
た
。

　

新
園
児
、
児
童
が
通
園
通
学
を

し
て
い
る
こ
の
時
期
、
保
護
者
も

ド
ラ
イ
バ
ー
も
交
通
安
全
へ
の
意

識
を
高
め
、
子
ど
も
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

交
通
安
全
の
意
識
高
揚
を
�

　

村
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
養
殖

ワ
カ
メ
漁
が
３
月
22
日
に
始
ま
り

ま
し
た
。

　

３
月
31
日
の
太
田
名
部
漁
港
で

は
午
前
０
時
す
ぎ
、
数
隻
の
船
が

月
明
か
り
と
船
の
マ
ス
ト
灯
を
頼

り
に
沖
に
あ
る
養
殖
棚
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　

午
前
１
時
す
ぎ
、
い
っ
ぱ
い
に

ワ
カ
メ
を
積
ん
だ
船
が
帰
港
。
そ

の
後
、
各
家
の
倉
庫
な
ど
に
刈
り

採
っ
た
ワ
カ
メ
を
運
び
、
メ
カ
ブ

や
茎
に
選
別
す
る
作
業
が
一
家
総

出
で
行
わ
れ
、
夜
明
け
ま
で
続
き

ま
す
。

　

選
別
さ
れ
た
ワ
カ
メ
は
村
漁
業

協
同
組
合
に
委
託
し
、
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
や
全
国
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
を
通
じ
て
、
各
業
者

に
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
各
家
庭
の

食
卓
に
並
び
ま
す
。

　

村
漁
協
に
よ
る
と
３
月
末
で
の

村
養
殖
ワ
カ
メ
の
収
穫
量

は
１
８
０
２
㌧
で
、
昨
年

同
時
期
の
１
０
２
４
㌧
と

比
べ
る
と
７
７
８
㌧
の

増
。
販
売
単
価
も
１
㌔
あ

た
り
平
均
１
０
８
円
で
昨

年
同
時
期
の
87
円
と
比
べ

る
と
21
円
の
増
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
増
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
ワ
カ
メ
漁
の
傾

向
を
聞
く
と
、
早
採
り
ワ

カ
メ
に
取
り
組
む
漁
家
が

多
か
っ
た
事
も
あ
り
、
例

年
だ
と
４
月
上
旬
に
ワ
カ

メ
を
採
り
終
え
る
漁
家
が

村に春を告げる養殖ワカメ漁
３月末で 1,802㌧の収穫

多
い
で
す
が
、
３
月
中
に
採
り
終

え
る
漁
家
が
多
か
っ
た
と
言
い
ま

す
。　

　黄色い傘を受け取る新児童村漁協ではワカメの塩蔵作業が行われます

　このほど、さまざまな災害に事前に備える
ことを目的に、村防災マップを作成しました。
Ｂ４判の 26㌻で作成費用は約 160 万円です。
　同マップは村が作成した「津波ハザード
マップ」や県が公表している「土砂災害危険
箇所図」を集約したもので、村内の各避難場
所や消防水利などが記されています。
　「自分の家ではこんな災害の危険性がある」
と認識し、事前の災害予防対策に活用してく
ださい。なお、災害対象区域はあくまで目安
であり、「区域外なので安心だ」などと過信
せず、常に災害と隣り合わせにあるというこ
とをご理解ください。
　各企業・団体などで欲しい方は役場総務課
消防防災係（☎ 35―2111　内線 114）までご
連絡ください。

あなたの家は大丈夫？
村防災マップが完成�

　災害用伝言ダイヤルは被災住民の皆さまの
安否を伝える声の伝言版です。いままでは固
定電話のみの対象でしたが、携帯電話も登録
可能となりました。
　伝言の録音、再生方法は１７１をダイヤル
し、ガイダンスに従ってください。

　災害伝言ダイヤルが
　　　　　　変わります�

１７１
災害用伝言ダイヤル
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『
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、や
り
ま
し
ょ
う
』

 　村社会福祉協議会で働く松頭さん。社会
人１年目のフレッシュマンです。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は上区の松頭真二
さん (20) です。

マイフレンド   Vol.94M Y
F R I E N D

　

今
年
成
人
を
迎
え
た
上
区
の
松

頭
真
二
さ
ん
。
４
月
か
ら
は
新
社

会
人
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

松
頭
さ
ん
は
「
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
始
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
の
指
導
に

耳
を
傾
け
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
こ
と
だ
ら
け
で
バ
タ
バ

タ
の
松
頭
さ
ん
で
す
が
、
火
曜
日

は
普
代
村
、
水
・
土
曜
日
は
久
慈

で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
し
て
い
ま

す
。「
ス
パ
イ
ク
を
決
め
た
時
が

気
持
ち
い
い
ん
で
す
よ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
普
代
村
の
バ
レ
ー
に
は
合
計

で
20
人
近
く
通
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
回
そ
ろ
う
の
は
10
人
弱
で
す
の

で
皆
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
ま
し
ょ
う
�
」
と
参
加
者

を
募
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
夜
釣
り
な
ど
も
し

て
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て
い
る

そ
う
で
す
。「
釣
っ
て
最
高
�
食

べ
て
最
高
�
普
代
の
海
は
最
高
で

す
」
と
松
頭
さ
ん
。

　

釣
り
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
く
と
「
昨
年
９
月
に
、
太
田
名

部
の
加
工
場
の
近
く
で
釣
り
を
し

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
魚
を
釣
り

上
げ
た
瞬
間
に
『
ポ
チ
ャ
ッ
』
と

音
が
し
た
の
で
、
水
中
を
見
て
み

た
ら
自
分
の
携
帯
電
話
が
泳
い
で

い
ま
し
た
（
笑
）。
ま
だ
泳
い
で

い
る
と
思
う
の
で
、
欲
し
い
方
は

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
（
笑
）」
と
笑
い
を

誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

…
… 

Ｑ
＆
Ａ
…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

散
歩
を
し
て
い
ま
す
。
普
代
浜

に
よ
く
行
き
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

海
外
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み
た

い
な
ー
。

―
村
へ
一
言
。

　

村
の
た
め
、
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
�

図
書
室 

へ 

行
こ
う
!

★
開
室
時
間
… 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
休
室
日
… 

毎
週
月
曜
日

★
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
… 

36
ー
１
０
４
４

『掟上今日子の挑戦状』
西尾　維新

　鯨井留可がアリバイ工作
のために声をかけた白髪の
美女は最悪にも、眠るたび
に記憶を失ってしまう忘却
探偵・掟上今日子だった…
…。

講談社 『そらまめくんの
あたらしいベッド』

なかや　みわ

　そらまめくんのベッド
は、くものようにふわふわ
でわたのようにやわらか
い。ベッドのわたをあたら
しくするため、「わたのき」
を探すぼうけんに出発！

小学館

本はともだち

『写訳　春と修羅』
齋藤　陽道

　宮沢賢治の代表作「春と
修羅」などを写訳という字
の通り、写真で翻訳した本
です。賢治が感じていた世
界へ連れて行ってくれる一
冊です。

ナツメ社

◆小学生から一般向け

◆一般向け

◆幼児向け

　　 　

「地域の協力に感謝いたします」

鹿島建設株式会社
国道45号白井地区道路工事事務所

橋
脚
と
橋
台
の
工
事
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
５
月
中
旬
か
ら
は
白
井

峠
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
も
着

手
し
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

続
け
て
「
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
発
破
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
理
解
を
求
め
て

い
ま
し
た
。

　

工
事
の
ほ
か
、
村
内
で
行
わ
れ

る
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
て
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
や
ふ
だ
い
ま
る
ご
と
元
気

市
、
３
・
11
追
悼
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

國
谷
所
長
は
「
地
域
の
方
々
の

協
力
な
く
し
て
工
事
は
で
き
ま
せ

ん
。
少
し
で
も
地
域
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ

　

三
陸
沿
岸
道
路
の
白
井
地
区
道

路
工
事
を
手
掛
け
る
鹿
島
建
設
株

式
会
社
。
昨
年
４
月
に
工
事
着
手

し
、
同
工
事
は
２
年
目
に
突
入
。

約
１
５
０
人
の
工
事
ス
タ
ッ
フ
が
、

１
日
も
早
い
完
成
に
向
け
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　

同
工
事
事
務
所
の
國
谷
光
弘
所

長
は
「
現
在
、
普
代
道
路
か
ら
北

側
区
間
の
力
持
地
区
に
お
い
て
、

めいちゃん
（はまゆり子ども園さくら組）

　あかさかめいちゃん（赤坂芽音・６歳）
から父・正人さん、母・三枝子さんへ

　おとうさんはこわくておもしろくてへ

んなひとなんだよ。さけのおしごとをま

いにちがんばってて、かえってくるとび

ーるをのんでるんだ。やすみのひはいっ

しょにおにごっこをしたり、こうえんに

つれていってね。これからもおしごとが

んばってね！

　おかあさんはやさしくておもしろいひ

となんだよ。でも、おこるとこわいんだ。

わたしはおかあさんのかおがだいすきだ

よ！これからもおこめといだりおさらの

おてつだいがんばるね！そしておかあさ

んともっとあそびたいな。うさぎのぱず

るをかってちょうだい！

　おとうさんとおかあさん。すごくなか

よしでだいすきだよ！

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
従
業
員

も
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
ま

す
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着
手
し
た
際
は
、

現
場
見
学
会
の
開
催
も
計
画
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

347

白井の国道沿いに事務所を構える鹿
島建設。きれいな囲いが目印です

■鹿島建設株式会社
場所：�普代村19−77−96
　　　（☎0194−36−1570）

鹿島建設株式会社

★

Ｂ＆Ｇ
海洋センター

鹿島建設株式会社白井地区道路工事事務所の皆さん

←至普代
至久慈

→

国道45号
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い
ろ
ん
な
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ー
ル
を
描
け
た

ね
�
○広  

古沼麻莉亜さん
（神奈川県川崎市・10歳）

出
会
い
と
別
れ
の
春
�
新
学
年
楽
し
ん
で

い
る
？
○広  

滝澤啓
ひ び き

光くん
（久慈市・５歳）

フ
シ
ギ
ダ
ネ
上
手
ダ
ネ
�
○広  

滝澤光
き ら ら

来さん
（久慈市・７歳）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
12

　

海
士
町
で
の
３
日
間

　鬼
おに

束
つか

隊員

　

３
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
、
地

域
創
生
先
進
地
視
察
と
し
て
島
根

県
海あ

士ま

町
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
士
町
は
島
根
県
に
あ
る
離
島

で
、
普
代
か
ら
の
移
動
だ
け
で
１

日
が
か
り
。
２
泊
３
日
だ
っ
た
の

で
、
実
質
、
１
日
の
み
の
視
察
研

修
で
し
た
が
、
同
行
し
た
他
４
名

の
方
の
ご
協
力
も
あ
り
、
と
て
も

充
実
し
た
３
日
間
で
し
た
。

　

海
士
町
は
人
口
２
４
０
０
人
、

面
積
33
平
方
㌔
㍍
。
普
代
は
２
８

０
０
人
、
70
平
方
㌔
㍍
な
の
で
、

海
士
町
は
普
代
村
の
約
２
倍
の
人

口
密
度
で
す
。

　

14
年
前
に
山
内
道
雄
現
町
長
に

代
わ
っ
て
か
ら
、
役
場
を
「
住
民

総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」
と
位

置
付
け
、
地
域
経
営
は
企
業
経
営

と
同
じ
と
の
理
念
の
下
①
年
功
序

列
の
廃
止
②
適
材
適
所
主
義
③
組

織
を
現
場
主
義
に
再
編
―
と
い
っ

た
改
革
を
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
番
響
い
た
の

が
、
役
場
だ
け
で

な
く
、
企
業
・
町

民
が
一
丸
と
な
っ

て
町
自
立
存
続
の

た
め
に
危
機
感
を

持
ち
、
各
人
が
お

の
お
の
の
や
り
た

い
こ
と
を
徹
底
的

に
行
う
姿
で
す
。

そ
こ
に
と
て
も
感

銘
を
受
け
、「
成

功
事
例
で
な
く
挑

戦
事
例
」
と
挑
戦

し
続
け
る
姿
が
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
海
士
町
で
は
な
く
プ

ロ
町
で
す
。

　

普
代
に
き
て
思
う
の
が
事
あ
る

た
び
に
役
場
頼
り
な
こ
と
。
自
分

で
考
え
、
行
動
す
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
な
ぜ
自
分
で
で

き
る
こ
と
を
役
場
に
頼
む
の
で

し
ょ
う
か
？

　

今
ま
で
は
通
じ
て
き
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
自
治
体
さ
え
も
潰

れ
る
時
代
。
過
去
の
当
た
り
前
が

通
じ
な
い
現
代
で
す
。
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
進
化
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

社
会
に
対
応
し
、
変
化
し
続
け
る

人
が
生
き
残
り
ま
す
。
人
を
当
て

に
し
て
い
て
も
時
間
の
無
駄
で
す

し
、
自
分
で
考
え
、
行
動
し
な
け

れ
ば
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
50
年
の
広
報
ふ
だ
い
を
一

通
り
読
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
昔

か
ら
村
の
地
域
お
こ
し
と
称
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
ど
れ
も
続
か
な
く
、

も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
ど
ん
な
に
い
い
施

策
で
も
続
け
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

続
け
る
に
は
人
が
変
わ
ら
な
く

て
は
続
き
ま
せ
ん
。
い
ま
、
変
え

る
時
で
す
。
住
民
、
も
ち
ろ
ん
役

場
も
私
も
。

　　　

　

こ
の
ほ
ど
、
昨
年
10
月
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
、
北
緯
40
度
運
動
公

園
野
球
場
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
総
事
業
費
は
約
６
０
２

４
万
円
で
、
一
部
を
独
立
行
政
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
助
成

事
業
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
修
個
所
は
、
メ
イ
ン
ス

タ
ン
ド
の
外
壁
や
ト
イ
レ
、
Ｓ
Ｂ

Ｏ
表
示
盤
な
ど
で
す
。

　

４
月
10
日
か
ら
利
用
を
再
開
し

て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
や
お
問

い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
普
代
村
教

育
委
員
会
事
務
局
（
☎
35
―
２
７

１
１
）
ま
で
。　

運動公園野球場の改修終了
スタンドやトイレなどを改修

使用区分
村内に居住する人 左以外の人

午 前 午 後 全 日 午 前 午 後 全 日

野 球 場 2,120円 2,750円 4,240円 3,180円 4,240円 6,360円

使 用 区 分 単　位 使  用  料

 野球場
 夜間照明設備

全灯１時間あたり 3,600 円

半灯１時間あたり 2,060 円

○使用料

○夜間照明設備使用料

　

　次の２つの問題を読み、３つの答えの中から

正しいものを選び、はがきで応募してくださ

い。①は11㌻から、②は15㌻からの出題です。

　①本年度の村の一般会計予算額はいくらで

しょう？

　Ａ　11億６８００万円

　Ｂ　21億６８００万円

　Ｃ　31億６８００万円

　②村の養殖ワカメは３月末で何㌧の収穫

だったでしょう？

　Ａ　802㌧　

　Ｂ　1802㌧

　Ｃ　2802㌧　

【応募方法】

　はがきに答え、郵便番号、住所（地区名）、

氏名、年齢、性別、世帯主の名前、電話番号

を書いて応募してください。正解者の中から

抽選で３人に図書カードをプレゼントします。

　はがきに広報ふだいの感想、ご意見、イラ

ストなど書いてください。紙上で紹介します。

お待ちしています。

　あて先…〒 028−8392

　　　　　普代村９−13−２

　　　　　普代村役場　広報クイズ係

　締め切り…５月９日（月）　当日消印有効

　３月号の答え…①−Ｃ　②−Ｂ

　応募総数…３通で３人が正解でした。次の

3 人に図書カードをお送りします。おめでと

うございます。

　当選者…①滝澤啓
ひ び き

光くん（久慈市・５歳）

②古沼麻莉亜さん（神奈川県川崎市・10 歳）

③滝澤光
き ら ら

来さん（久慈市・７歳）

広報クイズ

改修が完了した北緯 40 度運動公園野球場

随所で地産ワカメを使っていましたが、普代産のほうが美味�

ゴールデンウィークは
緑の村こどもまつりへＧＯＧＯ！

　ゴールデンウィークの村恒例行事となった「緑の村こ
どもまつり」を次の日程で開催します。村内外の各商店
の出店や豪華景品のあたる大抽選会、金魚すくいのチャ
ンピオンを決める「金魚 ―１グランプリ」などイベント
も盛りだくさん。緑の村がこどもの国に大変身 !? ゴー
ルデンウィークは家族そろって緑の村へＧＯＧＯ�

○日時 ： ５月５日 （木）　10 ： 00 ～ 15 ： 00

○場所 ：緑の村広場

○お問い合わせ ：役場政策推進室 （☎ 35-2114）
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　「岩手芸術祭」は県民の芸術文化活
動の祭典で、文化活動の成果発表と鑑
賞の機会を幅広く提供しています。
　岩手県文化振興事業団総務部では震
災からの復興を応援し「岩手芸術祭」
盛り上げるテーマを次のとおり募集し
ます。
▶応募資格…県内在住者、岩手県出身
者もしくは岩手県に本籍がある人
▶応募期限…平成 28 年５月 31 日

（火）必着
▶選定及び表彰…実行委員会委員長が
委嘱する選定員により選定され、優秀
作と佳作を選定します。優秀作には賞
状及び賞金（２万円）、佳作には賞金

（５千円）を贈ります。※中学生以下
の入賞の場合は図書カードとなりま
す。
　応募方法など詳しくは (公) 岩手県
文 化 振 興 事 業 団 総 務 部（ ☎ 019−
654−2235）まで。

　久慈広域連合消防本部では、地域住
民の応急手当に関する知識や技術の普
及を目的に、平成 28 年度の第１回救
急講習会を次のとおり開催します。
▶講習種別…普通救命講習Ⅰ
▶日時…６月５日（日）9：00 ～
▶場所…久慈市防災センター
▶対象…中学生以上 30 人
▶申込期間…５月９日（月）～６月３
日（金）
　受講料は無料。お申し込みやお問い
合わせは久慈広域連合消防本部消防課
消防係（☎ 0194−53−0119）まで。

　自動車税は４月１日現在の自動車の
所有者が納める税金です。納税通知書
は４月末に皆さんのお宅に届く予定で
すので、納期限までに忘れずに納めま
しょう。
　また４月１日現在で車検が切れたま
ま６カ月経過している自動車について
は、納税通知書を送付しません。車検
が切れた自動車を使用する予定がある
場合は、自動車税を納めていただく必
要がありますので、県税室までお問い
合わせください。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194−53−4986）

　国民年金保険料の納付には口座振替
がお得です。利用いただくと、金融機
関などに行く手間が省け、納め忘れも
なくとても便利です。また早割制度や
前納制度もあり大変お得です。
　口座振替を希望の方は、納付書また
は年金手帳、通帳、金融機関届出印を
持参のうえ、ご希望の金融機関または
年金事務所へお申し出ください。

久慈地区法律相談
▶期日…５月11日（水）、19日(木)▶
時間…10:30～15:30▶場所…久慈市役
所▶問い合わせ先…久慈市役所生活環
境課（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…４月28日(木)▶時間…10:00
～15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）
くらしとお金の安心相談会

▶日時…５月18日(水) 10:00～16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…５月10日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00～18:00 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00～18:00

精神保健福祉相談
▶日時…５月20日(金) 13:30～（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…５月16日(月) 14:00～15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

5／31 は自動車税の納期限

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談
岩手芸術祭テーマを募集

　平成 28 年度の甲種防火管理新規講
習を次のとおり実施します。
▶日時…平成 28 年 6 月 2 日（木）～
6 月 3 日（金）
▶場所…久慈市防災センター 3 階防
災教育ホール
▶講習料…6,500 円
▶受付期間…平成28年4月26日（火）
～ 5 月 12 日（木）※受験願書は久慈
消防署及び各分署にあります。
　詳細については一般財団法人岩手県
消防協会（☎ 019−631−1625）ま
でお問い合わせください。

　平成 28 年度の危険物取扱者試験を
次のとおり実施します。
▶日時…平成 28 年７月２日（土）
▶場所…久慈市防災センター３階防災
教育ホール
▶受付期間…平成 28 年 5 月 9 日（月）
～ 17 日（火）※受験願書は久慈消防
署及び各分署にあります。
　詳細については久慈消防本部消防課
予 防 保 安 係（ ☎ 0194−53−0119）
までお問い合わせください。

　社会保険に加入・離脱をされた時に
は、役場住民福祉課への届け出が必要
となります。届け出が遅れると、国保
税の納付書送付・還付も遅れることに
なりますので、忘れずに行ってくださ
い。
　詳しくは役場住民福祉課（☎ 35−
2113）まで。

　県では、久慈広域消費生活センター
の消費生活相談に併せて、次のとおり
弁護士の無料相談会を開催します。遺
産分

ぶん

割
かつ

やローンの支払いなどお困りの
問題がございましたらお気軽にご利用
ください。
▶日時…４月25日（月）　13：30 ～
15：30　※予約優先
▶場所…普代村役場（２階会議室）
　お問い合わせなどは役場住民福祉課

（☎ 35−2113）または久慈地区被災
者 相 談 支 援 セ ン タ ー（ ☎ 0120−
934−755）まで。

　75 歳以上の方と一定の障がいがあ
り、申請により認定を受けた 65 歳以
上 75 歳未満の方は誕生日（認定）当
日から後期高齢者医療制度の被保険者
となります。
　保険証は 75 歳の誕生日の前に郵送
しますので手続きは不要です※障がい
認定は手続きが必要です。
　お医者さんにかかるときは、忘れず
に窓口に提示してください。万が一、
紛失したり、破れたりした場合は再交
付できますので役場住民福祉課に届け
出てください。
　そのほか、わからないことなどがあ
り ま し た ら。 役 場 住 民 福 祉 課（ ☎
35−2113　内線 139）までお問い合
わせください。

弁護士無料出張相談を開催

ご存じ
ですか�

防火管理新規講習の開催

後期高齢医療制度について

危険物取扱者試験の開催

▶イトウイサオ 5,000円

　※義援金、支援金は復興支援事業など
に活用されています。

これまでの合計額　64,934,387円

義援金、支援金
（３月１日〜３月31日分、敬称略）

これまでの合計額　17,657,283円

ふるさと応援寄付金
（３月１日〜３月31日分、30人）

  ■村内の交通事故《３月》
	 人身事故　０件（０件）

	 物損事故　３件（９件）

 ※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《３月》  ６件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

 県内33市町村中ワースト順位…15位
（平成28年2月29日現在）

 村内の検挙者数《２月》	０人（０人）

 県内の検挙者数《２月》	15人（34人）

 ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（２人）

深渡　タイ　　上　　区 92歳

太田　岩藏　　太田名部 86歳

３月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 : 18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日

普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637

　普代横町 

Tel (35)2594

肖像写真　技 能 士

フジフィルム純正処理

カトウ写真館カトウ写真館

㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

国保資格の届け出を�

国民年金は口座振替で！

お詫びと訂正

　広報ふだい３月号８㌻の「坂本

博士校長が作詞した」は「坂本博

士校長が作詞作曲した」、20㌻左

下の写真の「小学生神楽衆」は「中

学生神楽衆」の誤りでした。お詫

びして訂正いたします。

　　　　電話  35−2045
　　　　FAX  35−2827中央区髙橋薬局

救命講習を開催します！
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きんちゃん寿し  ☎35－2290

５月のこんなこと、あんなこと
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26
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27
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28

（大安）

（友引）

（仏滅）

（赤口）

（友引）

（先負）

（大安）

（友引）

 

（赤口）

（友引）

（先負）

（大安）

（先勝）

（仏滅）

（大安）

（大安）

（赤口）

（大安）

（赤口）

（先勝）

軽自動車税納期限
固定資産税第１期
納期限

健康ふれあい教室
（鳥居・堀内机）

健康ふれあい教室
（白井）

憲法記念日 みどりの日

１歳６カ月児・３歳
児健診（受付 12:00
～ 12:30、○保）
ブックスタート

２歳児健康教室（受
付 12:15 ～ 12:30、
○保）

こどもの日

緑の村こどもまつり

健康づくりハウス開
館日
健康ふれあい教室
（上区・緑区）

ブックスタート
乳児健診（受付 12 :
00 ～ 12:30、○保）

体育施設無料開放日

鵜鳥神社例大祭
健康ふれあい教室
（堀内）

普代中学校体育祭

普代小学校運動会
久慈地区通信陸上
記録会（中）

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふはふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○はははまゆり子ど
も園

第２回教育長杯マ
レットゴルフ大会
（黒崎マレットゴル
フ場）
久慈地区通信陸上
記録会（小）

普
代
小
児
童
作

「
ア
ー
ス
君
」

6/1

◎ 喫煙は万病のもと !!

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

宇部順子様（力持）太田キヌ様（太田名部）佐藤圭様（中央区）

立花きみ子様（上区）古馬タカ様（鳥居）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。4月当選
者は以下５名です。

　只今発行している「ためんびゃあ

カード」が 2016 年 6 月 30 日で使

用できなくなるので、お早めにご利

用下さいますようお願い致します。

ためんびゃあカード
有効期限のお知らせ！

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

使い捨て、ワンデー、2 ウィーク
コンタクトレンズ各種販売

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎
めがね一式 ￥15,000（税抜き）

使い捨てコンタクトレンズ
各 種 販 売

電話注文 OK です

中央区   三船製菓  ☎35－2020

おやき、
ドーナツ、
かき氷、

販売します！

５月の行事

　◦こどもまつり
　◦普代小運動会
　◦鵜鳥神社例大祭

などなど…

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

下取り査定０円の車、ローン中の車、車検切れの車など
お気軽にお問い合わせください

自動車高価現金買取り
引取り・書類手続き無料

営業日：木・金・土・日　午後3時ごろ〜
ＴＥＬ：３５−２５２４　中 村 商 店

さっちゃん田楽

電話注文承ります�!

特選海鮮寿し
1,000えん（税込）

５/14（土） ５/14（土） 鵜鳥神社例大祭出店
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▼
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▼
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広
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名
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な

�
」
と
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（
下
道
崚
聖　

）

村内卒入園・卒入学式

　はまゆり子ども園の卒入園式と、普代小中学校の卒入学式が３月14日から４月８日
までの間にそれぞれ行われ、保護者や先生、来賓に見守られる中、園児や児童生徒が式
に臨

のぞ

み、思い出多き学び舎や仲間との別れを惜しみながらも新しい出会いに胸を膨らま
せました。普代中では３年生28人が卒業。式では３年間の思い出が募

つの

ってか生徒の涙、
成長を見届けた保護者の涙が見られました。今年の卒業生は全員受験にも成功。４月か
らそれぞれの新生活が始まっています。

　　普代中では28人が夢に向かい旅立ちました

子ども園では22人が卒園。元気いっぱいに普代小学校に入学しました

思い出を胸に20人の児童が小学校を卒業

３/14　普代中卒業式　　　４/ ６　普代中入学式
３/20　普代小卒業式　　　４/ ７　子ども園入園式
３/24　子ども園卒園式　　４/ ８　普代小入学式

� � 前月比� 前年比
人　口� 2,844人�（−16）� （−36）
��（男）� 1,390人�（−２）� （−７）
��（女）� 1,454人�（−14）� （−29）
世　帯� 1,153戸�（−５）�（＋12）

人口と世帯 ３月末現在

　　　子ども園には元気な返事をし16人が入園「
文

武
両

道で頑張ります」普代中には20人が入
学


